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「
汚
染
水 

急
場
の
国
費
」。
新
聞
の

見
出
し
だ
。
４
７
０
億
円
も
の
大
金
。

今
後
も
果
て
し
な
い
お
金
が
つ
ぎ
込
ま

れ
る
の
だ
ろ
う
。「
原
発
安
全
神
話
」
の

な
れ
の
果
て
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
先

不
安
で
た
ま
ら
な
い
が
、
署
名
運
動
が

進
ま
な
い
。
怒
り
を
署
名
に
結
集
だ
！

　

「
読
書
と
知
識
と
教
育
が
平
和
を
つ

く
る
唯
一
の
方
法
だ
」、
武
力
勢
力
に

撃
た
れ
奇
跡
の
回
復
を
し
た
マ
ラ
ラ
・

ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
の
言
葉
だ
。
世
界
に

は
女
性
だ
と
い
う
だ
け
で
教
育
も
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
国
が
存
在
し
て
い

る
。今
こ
そ
、平
和
憲
法
を
読
み
返
そ
う
。

12日㈭　地公三者・道人事委員会交渉
14日㈯　青年部第28回定期総会（～15日、札幌市）
　　　　平和行動 in 根室（～ 15日、根室市）
19日㈭　地公三者「道人事委員会」「副知事」交渉
21日㈯　女性部第28回定期総会（～22日、札幌市）
　　　　衛生医療評議会・公衆衛生集会（札幌市）
22日㈰　衛生医療評議会定期総会（札幌市）
24日㈫　第29回執行委員会（札幌市）
26日㈭　第55回道本部定期大会（～27日、札幌市）

９月

道本部ホームページ

組合員専用ページは
ユーザー名：hokkaido
パスワード：jichi2009

自治労北海道

JICHIRO スケジュール

初の大阪大会には全国から4,400人の仲間が集った＝８月26日、大阪市・大阪城ホール

大阪大会１日目終了後2000人の仲間が結集し意志統一した大阪集会＝８月26日

組織力・交渉力・人材力・発信力
自治労第86回

定期大会

氏
家

体
制
２
年
間
の
方
針
確
立

新

日
々
の
運
動
積
み
重
ね
る
の
み

自
治
の
未
来
取
り
戻
す
大
阪
集
会

『
劇
場
型
政
治
』に
終
止
符

本
部 

新
書
記
長
に
川
本
さ

ん
（
中
川
町
職
労
）

　

自
治
労
第
86
回
定
期
大
会

で
は
、
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

２
期
４
年
間
委
員
長
を
務
め

た
徳
永
秀
明
さ
ん
（
大
阪
）

が
退
任
し
、
氏
家
常
雄
委
員

長
（
東
京
）
が
就
任
し
た
。

　

新
書
記
長
に
は
、
書
記
次

長
の
川
本
淳
さ
ん
（
中
川
町

職
労
）
が
就
任
し
た
。

　

ま
た
、
執
行
委
員
に
は

引
き
続
き
、
石
上
千
博
さ

ん
（
富
良
野
市
労
連
）
、
西

村
正
樹
さ
ん
（
全
道
庁
労

連
）
、
新
た
に
岸 

真
紀
子
さ

ん
（
岩
見
沢
市
職
）
。
特
別

執
行
委
員
（
連
合
）
に
平
川

則
男
さ
ん
（
全
道
庁
労
連
）

が
選
出
さ
れ
た
。

ＳＴＯＰ！泊原発の再稼働
さようなら原発北海道集会inいわない

とき

会場

10月５日

９月６日 現在

筆単組・22,48674

㈯ 13：00 ～ 15：00
岩内町フェリー埠頭緑地

ホームページ「自治労北海道」

原発のない北海道の実現を求める
「全道100万人」署名実施中！

「
厳
し
い
状
況
の
中
で
全
国

の
仲
間
の
皆
さ
ん
が
『
自
治

労
の
議
席
』
を
守
る
た
め
の

ご
努
力
を
い
た
だ
い
た
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

国
の
仲
間
と
連
帯
し
最
後
ま

で
た
た
か
い
ぬ
く
」
と
決
意

を
述
べ
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

連
合
大
阪
・
多
賀
事
務
局

長
は
「
公
務
員
、
組
織
労
働

者
が
あ
た
か
も
、
恵
ま
れ
た

労
働
環
境
に
あ
る
と
い
う
感

情
を
巧
み
に
煽
っ
て
い
る
。

労
働
組
合
全
般
へ
の
波
及
が

懸
念
さ
れ
る
」
と
強
調
し
た
。

　

自
治
労
本
部
徳
永
委
員
長

は
「
自
治
労
組
合
員
は
大
阪

の
事
態
を
全
国
に
波
及
さ
せ

て
は
い
け
な
い
。
わ
れ
わ
れ

の
手
で
橋
下
の
劇
場
型
政
治

に
終
止
符
を
打
ち
、
自
治
の

未
来
を
獲
得
し
よ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

　

府
本
部
・
高
橋
書
記
長

は
、
こ
の
間
の
不
当
労
働
行

為
を
報
告
し
、「
自
治
労
大
会

に
結
集
し
た
全
国
の
仲
間
の

知
恵
と
力
を
貸
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
訴
え
た
。

阪
城
公
園
で
、
橋
下
・
維
新

の
会
の
労
働
組
合
攻
撃
と
民

営
化
・
委
託
化
攻
撃
の
現
状

を
自
治
労
全
体
で
共
有
化
す

る
た
め
、「
自
治
の
未
来
を

『
劇
場
型
政
治
』
か
ら
取
り

戻
す
大
阪
集
会
」
を
開
き
約

２
０
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　

２
０
１
１
年
11
月
の
大
阪

知
事
・
大
阪
市
長
ダ
ブ
ル
選

挙
で
大
阪
維
新
の
会
に
負
け

て
以
来
、
大
阪
は
「
劇
場
型

政
治
」
の
渦
中
に
あ
る
。

　

大
阪
府
本
部
・
石
子
委
員

長
は
「
橋
下
維
新
の
会
の
攻

撃
を
許
さ
な
い
立
場
で
、
今

集
会
を
開
い
た
。『
自
治
と
公

共
サ
ー
ビ
ス
、
公
務
労
働
を

破
壊
す
る
政
治
勢
力
に
妥
協

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
』
全

を
つ
く
し
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
た
。

　

大
会
に
は
、
先
の
参
院
選

で
再
選
を
果
し
た
、
あ
い
は

ら
く
み
こ
参
議
が
駆
け
つ
け

針
を
確
立
し
た
。

　

新
委
員
長
と
し
て
選
出
さ

　

大
会
で
は
、
北
海
道
本
部

を
含
む
58
人
か
ら
地
公
給
与

削
減
問
題
な
ど
、
職
場
で
進

行
す
る
厳
し
い
状
況
を
ふ
ま

え
た
発
言
で
、
本
部
方
針
を

補
強
し
た
。
ま
た
、
２
０
１

３
年
度
に
24
県
本
部
45
単
組

２
５
５
４
人
の
仲
間
が
、
自

治
労
に
加
盟
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

　

今
後
、
持
続
可
能
な
社
会

に
む
け
た
政
治
勢
力
の
再
構

築
、
労
使
交
渉
の
強
化
、
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組
織

化
や
統
一
闘
争
へ
の
結
集

と
、
組
合
運
動
の
再
構
築
を

柱
と
す
る
２
年
間
の
運
動
方

れ
た
、
氏
家
常
雄
委
員
長

は
、「
自
治
労
を
取
り
巻
く

情
勢
は
、
さ
ら
に
厳
し
く
な

る
。
原
発
再
稼
働
・
憲
法
改

正
の
動
き
も
顕
著
だ
。
こ
れ

を
乗
り
越
え
る
に
は
、
組
織

を
鍛
え
直
す
し
か
な
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
職
場
・
組
合

員
を
起
点
に
、
日
々
の
運
動

を
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
な

い
」
と
強
調
し
、「
確
立
さ
れ

た
運
動
方
針
を
踏
ま
え
、
組

織
力
・
交
渉
力
・
人
材
力
・

発
信
力
を
高
め
る
こ
と
に
力

単組・組合員専用ページが新しくなりました！

新年度10月１日からＩＤとパスワードが変
わります。詳しくは次号でお知らせします。

・新しいページにアクセスするには、トップペ
ージの「β版」をクリックしてください。

・ＩＤとパスワードはこれまでと同じです。下
記スケジュール覧をご覧ください。

　

８
月
26
日
～
28
日
、
大
阪
市
・
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
自

治
労
第
86
回
定
期
大
会
が
開
か
れ
４
，
４
０
０
人
（
北

海
道
１
４
０
人
）
が
結
集
し
た
。

　

自
治
労
定
期
大
会
が
大
阪

市
で
開
か
れ
る
こ
と
か
ら
、

大
阪
府
本
部
は
大
会
初
日

（
８
月
26
日
）
終
了
後
、
大

９月末まで

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　谷川　広美

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。
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過
去
２
回
忙

中
余
話
を
書
い

た
と
き
は
、
サ

ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の
優

勝
予
想
を
し
ま

し
た
が
、
来
年

開
催
で
出
場
国

も
決
定
し
て
い
な
い
の
で
優

勝
国
予
想
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
の
学
生
時
代
は
ず
っ
と

野
球
一
筋
。
何
を
隠
そ
う

「
松
坂
世
代
」。
最
近
は
、
筆

頭
の
松
坂
大
輔
を
は
じ
め
、

な
か
な
か
結
果
を
出
せ
て
い

ま
せ
ん
。
私
が
道
本
部
に
入

っ
て
３
回
目
の
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
を
迎
え
ま
す
か
ら
体
の

衰
え
が
大
き
な
原
因
だ
と
思

い
ま
す
。
今
年
の
甲
子
園
を

見
て
い
る
と
松
坂
世
代
の
映

像
も
流
れ
、
す
ご
い
選
手
ば

か
り
い
た
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
当
時
、
北
海
道
・

東
北
は
甲
子
園
に
出
て
も
一

回
戦
負
け
が
あ
た
り
前
で
し

た
が
、
２
０
０
４
年
の
駒
大

苫
小
牧
の
優
勝
を
は
じ
め
今

年
も
東
北
勢
が
多
く
勝
ち
進

み
差
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

人
事
院
は
収
れ
ん
し
た
は

ず
の
地
域
較
差
を
編
み
出

し
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
を
報
告
。
来
年
の
勧
告

に
む
け
て
着
々
と
作
業
を
す

す
め
て
い
る
だ
ろ
う
。
な
か

な
か
結
果
が
出
な
く
と
も
松

坂
世
代
も
頑
張
っ
て
い
る
。

そ
の
姿
を
励
み
に
、
私
も
が

ん
ば
る
ぞ
。�

（
根
本　

圭
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

地方交付税制度を学習＝８月16日、たっぷの湯

わかりやすく説明する
恵庭市職労・中山真書記長

【
石
狩
地
本
発
】
石
狩
地
方

本
部
石
狩
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

は
、
８
月
16
日
、
新
篠
津
村

し
ん
し
の
つ
温
泉
た
っ
ぷ
の

湯
で
、
在
札
単
組
を
除
く
７

単
組
29
人
（
う
ち
女
性
４

人
）
が
参
加
し
学
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
ま
で
財
政
課
ス

タ
ッ
フ
だ
っ
た
恵
庭
市
職
労

中
山
真
書
記
長
を
講
師
に
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
よ
く
わ
か
ら
な

い
ま
ま
地
公
給
与
削
減
阻
止

の
た
た
か
い
を
進
め
て
き
た

感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
次
年

度
以
降
は
、
し
っ
か
り
た
た

え
る
よ
う
あ
ら
た
め
て
基
礎

か
ら
学
習
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
地
方
交
付
税
の

制
度
」
に
つ
い
て
基
本
を
学

び
、
そ
の
後
、
実
際
に
単
位

費
用
を
用
い
て
演
算
に
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
交
付
税
制
度
の
問
題

点
と
し
て
、
集
落
分
布
な
ど

地
域
事
情
が
あ
ま
り
反
映
さ

れ
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

き
を
注
視
し
、
連
帯
し
て
学

ぶ
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
石
狩
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
・

榎
本
元
樹
）

「
地
方
交
付
税
」
基
礎
か
ら
学
習

　

８
月
29
日
の
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
基
準
検
討
部
会

で
、「
小
規
模
保
育
事
業
（
利

用
定
員
６
人
以
上
19
人
以

下
）
に
つ
い
て
は
、『
従
事
者

の
半
数
以
上
が
、
保
育
士
資

格
を
持
っ
て
い
れ
ば
良
い
』

と
す
る
認
可
基
準
を
決
定
し

た
」
と
い
う
報
道
を
見
て
驚

い
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
し
い
説
明
は
別
の
機
会

に
譲
り
ま
す
が
、
小
規
模
保

育
事
業
に
つ
い
て
は
Ａ
型

（
分
園
型
）、
Ｂ
型
（
中
間

型
）、Ｃ
型
（
グ
ル
ー
プ
型
）

の
３
類
型
と
す
る
こ
と
で
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

こ
の
中
の
Ｂ
型
に
つ
い
て
の

内
容
が
報
道
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
が
、
す
べ
て
の
小

規
模
保
育
事
業
の
基
準
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
へ
き
地
保
育
所
や
地
方

単
独
事
業
か
ら
移
行
す
る
場

合
、
Ｂ
型
を
選
択
す
る
と
こ

ろ
が
多
く
な
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

　

待
機
児
童
解
消
の
た
め
に

先
行
的
に
検
討
す
る
と
さ
れ

て
い
る
小
規
模
保
育
事
業
で

す
が
、「
新
シ
ス
テ
ム
」
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
た
当
初
に

指
摘
し
た
と
お
り
、
単
な
る

規
制
緩
和
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
だ
け
は
何
と
し
て
も
避
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

チャレンジ チルドレン・ファースト！

規制緩和のための
 小規模保育事業にしないで

㉖

講演するヒューマンハーバー・ＡＩの池田真紀さん＝８月31日

日本国憲法の一つの「原
点」確認の書「戦争とたた
かう」を紹介し講演する水
島教授＝８月27日

止めるチャンスはある

第３回憲法問題連続講座

『安倍政権の暴走』

保
育
・
福
祉
・
介
護
集
会 

合
同
で
開
く

顔
見
え
る
連
携
で
ま
ち
づ
く
り

　

福
島
第
一
原
発
の
汚
染
水
処
理
が
、
破

綻
状
態
だ
。
発
生
す
る
汚
染
水
の
多
さ
に

処
理
が
追
い
付
い
て
い
な
い
。
主
権
国
家

と
し
て
の
自
立
性
を
脅
か
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

が
、
も
う
す
で
に
中
間
取
り
ま
と
め
の
段

階
だ
と
い
う
。
日
本
の
あ
り
方
を
根
底
か

ら
変
え
か
ね
な
い
国
家
の
一
大
事
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
そ
の
情
報
は
、
国
民
に
一

切
知
ら
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

原
子
力
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
し
、
国
会
で
の

調
査
審
議
を
行
い
、
そ
の
是
非
を
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
。
国
会
で
審
議
し
な
け
れ

ば
、
今
以
上
の
情
報
を
引
き
だ
す
こ
と
は

困
難
だ
。
し
か
し
、
巨
大
与
党
を
い
た
だ

い
た
国
会
は
８
月
も
９
月
も
眠
っ
た
ま
ま

で
、
秋
の
臨
時
国
会
ま
で
機
能
し

な
い
と
い
う
。
国
民
に
情
報
を
知

ら
せ
ず
、
議
論
も
さ
せ
な
い
状
況
は
、
日

本
の
民
主
主
義
の
危
機
だ
。
最
も
議
論
が

必
要
な
場
面
で
機
能
し
な
い
国
会
は
、
そ

の
役
割
を
放
棄
し
た
に
等
し
い
。

�

（
９
月
５
日
、
福
島
第
一
原
発
に
て
）

日
本
の
民
主
主
義
が
危
機

④

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
２
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。
締
め
切
り
は
９
月
20
日

（
金
）
午
後
４
時
、
道
本
部
Ｈ
Ｐ

【
単
組
・
組
合
員
専
用
ペ
ー
ジ
】

上
部
の
「
道
本
部
へ
の
メ
ー
ル
」

で
受
付
（
単
組
名
、
名
前
、
連
絡

先
を
明
記
）
当
選
者
に
連
絡
す
る
。

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

今
後
も
、

制
度
の
変
更

が
予
想
さ
れ

て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き

続
き
国
の
動

の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、
ひ

と
つ
の
地
域
が
ど
ん
な
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
の
か
考
え
る

こ
と
が
必
要
だ
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
10
の
分
科
会
で
、

職
場
や
分
野
で
直
面
し
て
い

る
課
題
を
学
習
し
議
論
し
た
。

　

相
内
事
務
局
長
は
、「
分
野

は
違
う
が
、
共
通
す
る
の
は

連
携
だ
と
感
じ
た
。
担
当
者

や
単
独
の
事
業
だ
け
が
関
わ

る
の
で
は
な
く
、
家
庭
や
社

会
、
多
く
の
事
業
の
関
わ
り

が
必
要
だ
。
分
科
会
で
は
、

加
し
て
開
か
れ
た
。

　

塚
越
議
長
は
「
現
在
、
保

育
と
福
祉
・
介
護
は
連
携
を

求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
今
回
は
合
同
集
会
に
し

た
。
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
頂
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
フ
リ
ー
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て

福
祉
・
介
護
全
般
に
わ
た
り

活
躍
し
て
い
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ハ
ー
バ
ー
・
Ａ
Ｉ
代
表
の
池

田
真
紀
さ
ん
が
、「
福
祉
現
場

に
お
け
る
困
難
を
解
決
す
る

に
は
」を
テ
ー
マ
に「
自
治
体

の
格
差
は
命
の
格
差
。
一
部

祉
・
介
護
集
会
が
８
月
31

日
、
９
月
１
日
の
両
日
、
自

治
労
会
館
で
１
７
４
人
が
参

　

福
祉
分
野
に
お
け
る
連
携

を
め
ざ
し
、
第
23
回
保
育
集

会
２
０
１
３
年
度
道
本
部
福

る
『
フ
ッ
ト
ブ
レ
ー
キ
』
で

は
北
海
道
の
雪
道
の
よ
う
に

止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
戦

禍
は
免
れ
な
い
」
と
強
調
し

た
。
さ
ら
に
、「
内
閣
法
制
局

の
職
人
（
官
僚
）
は
、
安
倍

し
て
講
演
し
た
。

　

水
島
教
授
は
、「
現
行
の
選

挙
制
度
で
は
、
参
院
選
で
自

民
党
が
圧
勝
し
た
よ
う
に
見

え
る
が
、
得
票
率
を
見
れ
ば
、

合
法
性
は
あ
っ
て
も
正
当
性

は
な
い
。
そ
う
い
う
視
点
で

見
る
と
、
改
憲
勢
力
が
３
分

の
２
議
席
に
届
か
な
か
っ
た

こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
選

挙
の
結
果
で
、
安
倍
総
理
は

改
憲
を
思
い
と
ど
ま
る
に
至

っ
た
」
と
解
説
し
た
。
ま
た
、

「
戦
力
不
保
持
の
現
行
憲
法

下
で
は
、
仮
に
他
国
が
日
本

を
攻
め
よ
う
と
し
て
も
、
平

和
主
義
日
本
を
攻
め
る
な
、

と
い
う
国
民
内
部
の
声
が

『
平
和
の
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー

キ
』
を
か
け
る
。
し
か
し
、

軍
隊
を
持
つ
こ
と
で
対
抗
す

　

８
月
27
日
、
自
治
労
会
館

で
北
海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー

ラ
ム
第
３
回
憲
法
問
題
連
続

講
座
が
開
か
れ
、
市
民
ら
約

１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

講
座
は
、
５
月
２
日
の
第

１
回
憲
法
講
座
で
講
演
し
た

早
稲
田
大
学
法
学
学
術
院
・

水
島
朝
穂
教
授
が
、
前
回
以

降
１
１
８
日
間
の
憲
法
改
正

議
論
の
変
化
を
、「
安
倍
政
権

の
暴
走
を
止
め
る
た
め
に

『
憲
法
96
条
先
行
改
正
』
か

ら
『
潜
行
改
正
』
へ
」
と
題

総
理
に
反
発
す
る
行
動
を
は

じ
め
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
も
近
い
将
来
崩
壊
し
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
の
言
い
な

り
で
、
外
部
か
ら
の
批
判
も

噴
出
す
る
。
今
、
ま
さ
に
内

外
か
ら
、
暴
走
に
対
抗
す
る

力
学
が
働
き
つ
つ
あ
り
、
安

倍
政
権
の
終
わ
り
が
は
じ
ま

っ
て
い
る
。
暴
走
を
止
め
る

チ
ャ
ン
ス
は
ま
だ
あ
る
」
と

訴
え
た
。

『
こ
こ
わ
ら
ね
っ
と
』
を
立

ち
上
げ
、
子
ど
も
の
貧
困
問

題
に
取
り
組
む
大
学
生
に
も

参
加
し
て
も
ら
っ
た
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
手
を
上
げ
な
い

と
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
教

育
も
必
要
だ
と
教
え
て
も
ら

っ
た
。
社
会
福
祉
評
議
会
は
、

衛
生
医
療
評
議
会
と
の
連
携

も
検
討
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
で
頑
張
り
な
が

ら
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
に
む
け
て
取
り
組
も
う
」

と
呼
び
か
け
た
。


